
ＧＸに向けた九州経済産業局の取組

令和７年１月２８日

九州経済産業局

1

資料４－６�



2

１．「エネルギー基本計画」の改定・
「ＧＸ2040ビジョン」の策定について
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第７次エネルギー基本計画（原案）の概要
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第７次エネルギー基本計画（原案）の概要
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第７次エネルギー基本計画（原案）の概要
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第７次エネルギー基本計画（原案）の概要
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第７次エネルギー基本計画（原案）の概要
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第７次エネルギー基本計画（原案）の概要
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第７次エネルギー基本計画（原案）の概要
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GX2040ビジョン（素案）の概要
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２．ＧＸに向けた九州経済産業局の取組
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【九州経済産業局】GX/CNに挑戦する企業への支援 ～企業の課題解決支援～

⚫ 「カーボンニュートラル／脱炭素」の中小企業における認知はかなり進んでいる*。

⚫ 一方で、ＣＮ導入の課題として、情報、コスト・設備、人材などの「リソース不足」があげられる。

（出所）商工中金「中小企業のカーボンニュートラルに関する意識調査（2023年7月）」

①そもそも「脱炭素化」の必要性を感じていない 【→意識改革】
②必要性は感じているが、何からどう取り組んでいけばよいか分からない 【→情報提供】
③必要性は感じているが、取り組む余裕がない（資金・コスト、設備、人材・ノウハウ、時間等） 【→外部リソース・支援策提供】

④必要性は感じているが、対応コストが高い/費用対効果が見えない 【→効果の「見える化」】

約4割の企業がＣＮの導入を実施済
又は検討中と回答

【ＣＮ導入の課題】の多くは概ね「情報」「コスト・設備」「人材」に集約

*電通の生活者調査では、カーボンニュートラルという言葉を「内容まで知っている」「内容は知らないが、言葉だけは知っている」の合計は62.5%。

取
組
の
方
向
性
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⚫ 企業がGX/CNに取り組む上での課題（情報不足、人材不足、コスト高/費用対効果等）への対応を強化。

⚫ また、支援機関と連携して、地域毎に「GX/CN取組予備軍」を発掘・支援。

GX/CNに取り組む上での課題への対応を強化。併せて「経済と環境の好循
環」に取り組む企業を「グリーン成長推進パートナー※」 と位置づけて個
別に支援。

地域企業のGX/CN推進 省エネ・CNキャラバン

中小企業が省エネやCNに取り組む第1歩を支援するために、中小機構、エネルギー
マネジメント協会と連携し、CN、省エネの必要性の理解を促すセミナーと、専門家と
の個別相談会をセットにした「省エネ・CNキャラバン」を実施。

  「中小企業がカーボンニュートラルに取り組む意義・方法」
独立行政法人中小企業基盤整備機構 九州本部

「中小企業の省エネ取組事例紹介」
 一般社団法人エネルギーマネジメント協会

「省エネ・CNに資する支援施策の紹介」
九州経済産業局カーボンニュートラル推進・エネルギー広報室

【相談事例】
・太陽光と蓄電器を導入したいが支援策等ないか
・省エネお助け隊の専門家派遣事業を活用したい
・エネルギー使用量の分析をして欲しい 等

地域 日時 場所

延岡市 2024年10月16日（水） 延岡市コワーキングスペース

直方市  10月29日
（火）

ユメニティのおがた

伊万里市  11月14日
（木）

ロイヤルチェスター伊万里

【今年度開催実績】

※３カ所合計で44社・52人が参加

※令和6年12月1日現在84者が登録。随時募集中。

2024年度の主な取組

〇サプライチェーンにおける中堅・中核企業の脱炭素化調査

サプライチェーン全体の脱炭素化を加速させるため、九州に特徴的なサプライチェー
ンの中核にある地域の中堅企業等を中心に、取引先を含めた脱炭素化の取組状況や
ニーズに関する調査を行い、成果を活用してサプライチェーン全体での取組を促す。

〇脱炭素化の取組効果の見える化

脱炭素化の具体的な取組手法や専門家の活用メリット等を明らかにし、外部専門家を
活用した取組を促す。

〇脱炭素推進フォーラム（仮称）の開催
最新のGX政策や先進事例の紹介等を通じて地域企業の取組を喚起する。

支援策やイベント等の情報提供、専門家の紹介など、企業の課題解決を支援。

〇情報提供、相談対応

〇広報支援

登録企業の取組を局ＨＰ等で情報発信。

〇マッチング支援

九州地方環境事務所と共催のマッチングイベントや中小機構のマッチングサイト
「J-GoodTech」等を活用して他の企業や自治体等との橋渡しを実施。

１．GX/CNの課題対応

２．個別企業支援（グリーン成長推進パートナー）

【九州経済産業局】 GX/CNに挑戦する企業への支援 ～企業の課題解決支援～

プログラム（共通）
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「九州ＧＸ推進フォーラム」の開催について（令和7年2月12日）
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●九州や全国で洋上風力開発が進行する中、九州にはものづくり産業の集積や基地港湾機能など、サプライチェーン参入のポテン
 シャルがある。一方、洋上風力は欧米中心のサプライチェーンであるなど、地域企業にとっては情報やネットワーク不足などが課題。

●そこで、2023年度に立ち上げた「九州洋上風力関連産業ネットワーク」を軸に、2024年度はサプライチェーンの参入可能性
に関する調査の実施やセミナー・フォーラム・分野別勉強会等を開催。

今年度の主な取組

１．セミナーの開催
第1回（  9/27）:九州/全国の洋上風力発電プロジェクトの事例発表

  第2回（11/13）:浮体式洋上風力発電の技術動向
  第3回（12/18）:洋上風力関連産業における海外動向」

２．フォーラム等の開催
洋上風力フォーラム（2/13）
分野別勉強会（2/14）

３．調査報告書のとりまとめ・公表
・業界構造・参入可能分野の整理、管内参入候補企業の見える化など

事業計画名称 発電事業者 所在地 万kW 稼働時期（予定）

北九州響灘洋上
ウインドファーム

ひびきウインドエナジー
株式会社等

福岡県
北九州市

22 2025年度

五島市沖洋上風力
発電事業

五島フローティングウィ
ンドファーム合同会社

長崎県
五島市

1.7
浮体式

2026年1月

長崎県西海市江島沖
洋上風力発電事業

みらいえのしま合同会
社

長崎県
西海市

42 2029年8月

【出所】報道情報、事業者講演資料を元に九州経済産業局調べ

【参考】九州地域における主な洋上風力計画の状況（2024年12月1日時点）

中堅・中小企業

参入済大企業
海外メーカー等

自治体

九州洋上風力関連産業
ネットワーク

支援機関・金融機関

業界団体

大学等研究機関

事務局：九州経済産業局

※2024年12月1日現在で産学官からなる123の会員が登録。

※北九州・響灘沖の洋上風力発電プロジェクトの開発イメージ
    【出所】ひびきウインドエナジー株式会社HP

※洋上風力発電の整備訓練施設
（北九州市響灘臨海地区）

「九州洋上風力発電関連産業ネットワーク」を軸としたサポート体制

【九州経済産業局】洋上風力関連産業のサプライチェーン構築 ～地域企業の参入支援～

※上記に加え、佐賀県唐津市沖が準備区域に指定されている。
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「九州洋上風力発電フォーラム」の開催について（令和7年2月13日）
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⚫ カーボンニュートラルのキーテクノロジーと位置づけられる「水素」について、令和6年10月に水素社会推進法が成立。同法に基づく
価格差支援や拠点整備支援に係る計画認定制度のスタートに伴い、全国でサプライチェーン構築に向けた取組が本格化。

⚫ 九州管内でも北九州や大分においてサプライチェーン構築に向けた動きが見られるほか、水素の国際的研究拠点である九州大学
の存在など、九州には水素利用のポテンシャルがある。

⚫ 当局では、関係機関と連携してサプライチェーン構築に向けた情報提供や機運醸成を目的とした「水素フォーラム」を開催予定。

【九州経済産業局】水素サプライチェーンの構築 ～地域企業の取組強化～

世界最先端の水素研究拠点が集積する九州大学
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「九州水素フォーラム」の開催について（令和７年2月5日）
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本資料に関するお問い合わせ先
九州経済産業局

カーボンニュートラル推進・エネルギー広報室
TEL:092-482-5467

bzl-qcn@meti.go.jp


